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⑥市民憲章
わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には

ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての跨

りをもち､明日への願いをこめて、ここに市民憲軍を定めます。
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

は
誇
妬
す
す
す

●

我孫子市役所秘書室広報広聴課
〒270－11我孫子市我孫子1858a0471(85)1111
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〈
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ｉ
巡
回
バ
ス
〉
最
観
を
背
景
に
手
賀
沼
マ
ラ
ソ
ン

朋
舶
手
賀
沼
マ
ラ
ソ
ン
に
伴
う
交
通
規
制
て
蕊
巽
藻
諾
蕊
と
塗
謡
縦
職

あ
い
や

田
口
宅
・
葵
開
発
・
藍
屋
（
夢
庵
）
は
問
い
ま
せ
ん
）

み
の
わ

第
１
回
「
手
蜜
沼
マ
ラ
ソ
ン
」
箕
輪
・
・
牛
前
加
時
か
ら
午
後
１
時
ス
（
規
制
時
間
内
）
は
国
道
３
５
若
松
店
前
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
限
▼
募
集
期
間
ｎ
月
、
日
（
金
｝
か

が
、
ｍ
月
調
日
（
日
）
、
柏
ふ
る
さ
〈
阪
東
バ
ス
〉
６
号
線
経
由
に
路
線
変
更
さ
れ
ま
り
、
午
前
中
運
休
し
ま
す
。
（
た
ら
釦
日
（
木
）
ま
で

と
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
若
松
・
市
役
所
経
由
の
路
線
（
す
。
（
詳
し
く
は
停
留
所
に
掲
示
）
だ
し
、
そ
の
他
の
ス
テ
Ｉ
シ
ョ
ン
▼
応
募
資
格
我
孫
子
市
・
柏
市
．

行
わ
れ
ま
す
。
に
は
通
常
ど
お
り
運
行
）
沼
南
町
の
在
住
・
在
勤
者

こ
れ
に
伴
い
、
競
技
中
、
周
辺

道
路
は
大
幅
な
交
通
規
制
（
下
図

参
照
）
が
実
施
さ
れ
、
緊
急
・
大

会
関
係
車
両
以
外
は
、
す
べ
て
通

行
禁
止
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
コ

ー
ス
沿
道
や
周
辺
地
域
に
お
住
ま
図

い
の
方
に
は
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
鮒

お
か
げ
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
一
｝
通

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
交

〈
車
両
通
行
止
め
。
駐
車
禁
止
〉
〃

▼
日
程
、
月
調
日
（
日
）

一
フ

＊
柏
ふ
る
さ
と
公
園
か
ら
と
〈
卜
マ

カ
ー
サ

ラ
ン
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ａ
我
孫
子
店
前
・
・
・
午
剛

前
９
時
鋤
分
か
ら
ｎ
時

宰
柏
ふ
る
さ
と
公
園
か
ら
沼
南
町
畔
▼
テ
ｉ
マ
手
黄
沼
周
辺
の
自
然
５
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

10月
●

クリーン零ﾔﾝぺー ﾝ29日

＜ ＞11月30日附まで実施

駅
前
周
辺
の
道
路
や
歩
道
に
あ
ふ
れ
て
い
る
放
置
自
転
車
は
〃
銀
輪
公
害
″
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

街
の
美
観
を
損
ね
、
通
行
の
妨
げ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
つ
し
た
放
置
自
転
車
を
な

く
す
た
め
、
例
月
釦
日
（
木
）
ま
で
、
齪
副
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
。
齪
副

周
辺
を
安
全
で
快
適
な
街
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ⅱ
市
民
生
活
課
Ⅱ

「
き
れ
い
で
す
放
澄
ゼ
ロ
で
す

誇
り
で
す
」
を
標
語
に
、
ｕ
月
即

日
（
木
）
ま
で
、
県
下
一
斉
に
「
駅

前
放
證
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
は
、
便
利
な
乗
り
物
と

し
て
、
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
を

は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
に
と
多
く
の
皆
さ

ん
に
利
用
さ
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
一
方
で
、
駅
前
周
辺

の
道
路
や
歩
道
に
は
、
放
識
自
転

車
が
後
を
断
た
ず
、
街
の
美
観
を

損
ね
て
い
ま
す
。

｜」車両通行止

自
転
車
を
放
誼
す
る
と
歩
行
者

（
お
年
寄
り
や
車
い
す
利
用
者
）

な
ど
の
通
行
の
妨
げ
は
も
ち
ろ
ん
言

災
害
時
等
に
お
け
る
救
急
・
消
防

車
な
ど
、
緊
急
活
動
の
障
害
に
も

な
り
ま
す
。
放
置
自
転
車
は
、
市

民
全
体
の
問
題
で
す
。
駅
前
か
ら

放
證
自
転
車
を
一
掃
し
、
き
れ
い

な
街
並
み
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

駅
前
放
置
自
転
車

街
頭
指
導
を
実
施

ｍ
月
塞
日
（
水
）
か
ら
幻
日
（
火
）

ま
で
、
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
強
調
週
間
で
す
。

率
日
に
は
、
市
と
警
察
・
交
通

安
全
協
会
・
防
犯
協
議
会
合
同
に

よ
る
駅
前
放
證
自
転
車
の
街
頭
指

導
を
行
い
ま
す
。
実
施
す
る
駅
は
、

我
孫
子
・
天
王
台
駅
（
い
ず
れ
も

午
前
７
時
即
分
か
ら
）
で
す
。

自
転
車
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
、

自
転
車
を
障
害
物
に
し
な
い
よ
う

次
の
こ
と
を
守
る
よ
う
心
が
け
ま

．
Ｉ
）
．
ｒ
参
一
「
／
◎

＊
自
転
車
は
道
路
や
歩
道
に
置
か

な
い
で
、
決
め
ら
れ
た
自
転
車
駐

車
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

＊
自
転
車
盗
難
防
止
の
た
め
、
住

所
、
氏
名
は
必
ず
書
き
、
カ
ギ
を

忘
れ
ず
に
か
け
て
、
防
犯
登
録

（
自
転
車
販
売
店
で
受
け
付
け
）

一
ぁ
唯
の
鳩
諏
鮭
温
さ
れ
て
い

團
鍵
蜜
繋
一 ’

一

市長と語る『市政ふれあい懇談会｣を開催

烈
嬬
子
市

ｌ
ｊ
５
■
■
』

し
警
告
シ
ー
ル

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

中
の
ｎ
月
１
日
（
水
）
、
２
日
（
木
）

の
両
日
、
駅
前
周
辺
に
放
識
さ
れ

て
い
る
自
転
車
を
撤
去
・
移
送
し

ま
す
。
移
送
日
に
な
っ
て
も
警
告

シ
ー
ル
（
写
真
）
が
つ
い
た
ま
ま

の
自
転
車
は
移
送
し
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
交

通
防
犯
係
壷
（
記
）
１
１
１
１

１
１
誕
諦
晒
舜
吋
一

マ
ー

を
し
ま
し
ょ
う
。

＊
駅
に
近
い
人
は
健
康
の
た
め
に

も
歩
き
ま
し
ょ
う
。

駅
前
放
置
自

転
車
を
撤
去
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広報あびこ10月1日号でお知らせした「市政ふれあい懇談会」を次のと
おり開催します。皆さんのご参加をお待ちしています。
伝日程＊我孫子北部地区（常磐線の北側）…10月16日(月)市民プラザ
＊新木地区．10月17日(火)新木近隣センター＊湖北地区･･･10月18日（水）
湖北地区公民館＊布佐地区…10月24日(火)布佐南近隣ｾﾝﾀー ＊天王台
地区･･10月25日(水)天王台北近隣センター(いずれも午後6時30分から）
し問い合わせ広報広聡課市民相談係念(85)1111内線311

秋
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
第

狸
回
「
産
業
ま
つ
り
」
は
、
今

年
か
ら
商
工
・
腱
業
部
門
合
同

で
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
、
会
場
で
は
、
市
内
各

企
業
の
紹
介
を
は
じ
め
、
艇
産

物
の
展
示
・
即
売
箒
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
、
楽
し
い
催
し
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
へ
ぜ
ひ
、

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◎
イ
ベ
ン
ト
（
湖
北
台
中
央
公

園
）

筆
産
業
関
係
展
示
市
内
の
各

企
業
展
示
Ｐ
Ｒ

今
青
空
市
い
る
と
り
ど
り
の

お
店
が
出
店

今
カ
ラ
オ
ケ
大
会
午
前
ｎ
時

か
ら
。
み
ん
な
集
ま
っ
て
ね

今
津
軽
一
二
味
線
日
本
の
伝
統

音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

今
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ス
タ
ン

プ
を
集
め
て
パ
ソ
コ
ン
抽
選

今
フ
ア
フ
ア
ラ
ン
ド
大
き
な

人
形
の
中
で
飛
ん
だ
り
跳
ね
た

り
楽
し
い
よ

今
吹
奏
楽
演
奏
地
元
小
・
中

学
生
に
よ
る
演
奏

筆
包
丁
研
ぎ
サ
ー
ビ
ス
（
太
子

会
湖
北
支
部
）
１
人
２
丁
で

２
０
０
丁
限
定
。
午
前
、
時

季
体
験
コ
ー
ナ
ー
消
防
車

（
ハ
シ
ゴ
車
）
に
体
験
試
乗

今
ポ
ニ
ー
広
場
ポ
ニ
ー
な
ど

動
物
と
の
ふ
れ
あ
い

今
千
葉
県
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

生
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
リ
サ

イ
ク
ル
品
の
配
布

手
野
菜
の
即
売
市
内
で
生
産

洲
産
業
ま
つ
り

凰
］
謝
瀦
蕊
鑑
鯏
猷

團
洲
蜘
画
舶
勤
触
鮮
綱

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

第14回

”

さ
れ
た
取
立
て
の
新
鮮
な
野
菜

を
ど
う
ぞ

拳
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
創
作

す
る
喜
び
を
体
験

※
車
で
ご
来
場
の
方
は
、
湖
北

台
東
小
学
校
ま
た
は
保
健
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
調
日
に
順
延
の
際
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

▼
問
い
合
わ
せ
産
業
ま
つ
り

実
行
委
員
会
、
鈴
木
壷
（
記
）
２

８
０
６

．
曇
産
物
共
進
会
お
よ
び
展
示

（
湖
北
台
東
小
学
校
体
育
館
）

市
内
で
生
産
さ
れ
た
艇
作
物

を
展
示
し
、
技
術
の
交
流
・
生

産
物
の
品
黄
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
農
園
で
栽
培
さ

れ
た
野
菜
や
草
花
等
の
展
示
も

行
う
予
定
で
す
。

◎
鰹
産
物
共
進
会
日
程
、
月

塑
日
（
土
）
：
＊
農
産
物
共
進
会

出
品
物
受
付
（
午
後
１
時
釦
分
）

＊
農
産
物
共
進
会
出
品
物
審
査

（
午
後
４
時
）
ｍ
月
翠
日

（
日
）
・
・
＊
農
産
物
出
品
物
展
示

（
午
前
９
時
か
ら
正
午
）
＊
出

品
物
即
売
（
午
後
１
時
、
当
日

塵
産
物
が
品
切
れ
の
際
は
、
ご

容
赦
く
だ
さ
い
）

▼
資
格
市
内
農
家
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
農
産
物
共
進
会

の
出
品
受
け
付
け
は
、
各
集
落

単
位
で
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し

く
は
各
集
落
の
実
行
委
員
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
鰹
政
課
舜

（
顕
）
１
１
１
１
内
線
５
１
１’ 望」

－

下総基地の米軍機使用絶対反対
二
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来
年
４
月
か
ら
保
育
園
へ
の
入

園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ｎ
月
１

日
（
水
）
か
ら
釦
日
（
木
）
ま
で
に
申

講
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
普
通
保
育

▼
対
象
保
謹
者
の
い
ず
れ
も
が

次
の
①
か
ら
⑥
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な

小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
。

①
昼
間
、
仕
事
（
常
勤
、
パ
ー
ト
、

自
営
な
ど
）
を
持
ち
、
１
日
４
時

間
以
上
月
平
均
逓
日
以
上
働
い
て

い
る
。
②
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
、

間
が
な
い
。
③
病
気
ま
た
は
身
体

に
障
害
を
有
し
て
い
る
。
④
長
期

に
わ
た
る
病
人
の
看
錘
。
⑤
災
害

の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。
⑥
や

む
を
得
な
い
事
情
で
子
ど
も
の
保

育
が
で
き
な
い
場
合
。

な
お
、
就
学
前
児
童
が
２
人
以

上
い
る
家
庭
で
は
す
べ
て
の
児
童

の
入
園
が
必
要
で
す
。

▼
入
園
で
き
る
年
齢
生
後
６
か

舩
翰
鼬
入
園
児
募
集

洲
月
１
日
（
水
）
か
ら
申
請
受
け
付
け

1

4．釦

’

▼公。私立保育園一覧表 月
以
上
５
歳
ま
で
（
４
月
１
日
に

年
齢
が
達
す
る
場
合
も
入
幽
申
請

書
を
受
け
付
け
ま
す
）

◎
産
休
明
け
保
育

▼
対
象
生
後
諏
日
以
上
の
乳
児

▼
実
施
保
育
園
市
立
緑
保
育
園
、

市
立
寿
保
育
園
、
市
立
湖
北
台
保

育
園
、
私
立
恋
愛
保
育
園
私
立

慈
紘
保
育
園

◎
障
害
児
保
育

▼
対
象
普
通
保
育
の
年
齢
に
該

当
し
、
集
団
保
育
が
可
能
な
心
身

障
害
児

囮
入
園
の
申
請
。
問
い
合
わ
せ

入
圃
申
読
書
（
児
亜
保
育
課
・
各

保
育
園
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
市
立
保
育
園
は
児
童
保

育
課
云
（
理
１
１
１
１
へ
。
私
立

保
育
園
は
各
保
育
園
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
４
月
以
外
の
各
月
の
入
園
申
請

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎
年
金
保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か

老
後
の
生
活
の
不
安
や
病
気

事
故
に
よ
る
障
害
や
死
亡
な
ど
の

時
の
備
え
と
し
て
、
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
の
が
国
民
年
金
で
す
。

と
こ
ろ
が
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
雷
万
一
の
事
故
の
時
に

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

る
ば
か
り
か
、
保
険
料
の
未
納
期

間
が
長
く
な
る
と
、
将
来
、
老
齢

’
《
フ
目
月
叶
い

眉
間
吟
順
順
朧
鮮
醗
恥
剛
椒
淵

基
礎
年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
第
３
号
被
保
険
者
の
『
特
例
届

け
出
期
間
』
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入

者
に
扶
養
き
れ
て
い
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
国
民
年
金
の

「
第
３
号
被
保
険
者
」
に
な
る
た

め
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

届
け
出
を
せ
ず
に
２
年
以
上
過

ぎ
る
と
、
そ
の
間
は
保
険
料
未
納

期
間
と
な
り
、
将
来
、
年
金
額
が

減
額
さ
れ
た
り
、
年
金
が
受
け
取

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

年
々
働
く
お
母
さ
ん
が
増
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
パ
ー
ト
就
労

な
ど
で
勤
務
日
数
が
週
３
日
の
た

め
に
お
子
さ
ん
を
保
育
園
に
預
け

ら
れ
な
い
で
い
る
方
、
急
な
家
族

の
病
気
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
に
よ
り

一
時
的
に
家
庭
保
育
が
困
雌
と
な

る
方
を
対
象
に
市
で
は
、
つ
く

し
野
保
育
園
で
一
時
的
保
育
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
時
的
保
育
事
業
は
、
保

謹
者
の
労
働
、
城
業
訓
練
な
ど
の

た
め
、
週
３
日
を
限
度
と
し
て
保

｜
時
的
に
お
子
さ
ん
を

預
け
た
い
と
き
は

●

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
さ
れ
な
い

ま
ま
２
年
を
経
過
し
て
し
ま
っ
た

方
の
た
め
に
、
平
成
７
年
４
月
か

ら
平
成
９
年
３
月
ま
で
の
期
間
に

届
け
出
を
す
る
こ
と
で
、
直
近
の

２
年
間
に
限
ら
ず
昭
和
師
年
４
月

以
降
の
未
納
期
間
も
保
険
料
納
付

期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

２
年
間
と
期
間
が
限
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
年

金
係
壷
（
配
）
１
１
１
１

青
す
る
「
非
定
型
的
保
育
」
〈
定

員
、
名
）
と
保
護
者
の
傷
病
、
出

産
、
看
誰
、
冠
婚
葬
祭
等
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
緊
急
一
時
的

に
月
辿
日
以
内
を
限
度
と
し
て
保

育
す
る
「
緊
急
保
育
」
（
定
員
５

名
）
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
年
齢
生
後
６
か
月
以
上

小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん

▼
保
育
時
間
午
前
８
時
訓
分
か

ら
午
後
５
時
王
峨
日
は
正
午
）

▼
場
所
つ
く
し
野
保
育
園

▼
保
育
料
（
保
護
者
負
担
額
）

＊
２
歳
ま
で
１
日
利
用
２
２
０

０
円
、
半
日
利
用
１
１
０
０
円

＊
３
歳
以
上
、
１
日
利
用
１
０
０

０
円
、
半
日
利
用
５
０
０
円

※
生
活
保
謹
世
帯
の
場
合
は
無
料

▼
申
し
込
み
原
則
と
し
て
非
定

型
的
保
育
は
利
用
日
の
３
日
前
ま

で
緊
急
の
場
合
は
前
日
ま
で
に

児
童
保
育
課
、
ま
た
は
つ
く
し
野

保
育
園
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
保

育
係
霊
（
題
１
１
１
１

警
察
で
は
、
、
月
即
日
（
金
）
ま

で
、
市
と
防
犯
協
議
会
の
協
力
で

「
全
国
防
犯
運
動
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
、
暴
力
追
放
（
暴
力
団

の
排
除
）
、
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ

イ
な
ど
の
盗
難
防
止
、
少
年
の
非

行
防
止
を
重
点
に
運
動
を
展
開
。

鵡
日
（
水
）
に
は
、
我
孫
子
駅
前

広
場
で
自
転
車
商
組
合
と
防
犯
指

導
員
を
中
心
に
防
犯
運
動
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
昨
年
６
月
か
ら
義
務

づ
け
ら
れ
た
自
転
車
の
防
犯
登
録’

９

生
涯
学
習
に
関
す
る
多
彩
な
イ
配
日
（
且
午
前
加
時
犯
分
か
ら
：
、

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
＊
カ
ラ
オ
ケ
カ
レ
ッ
ジ
（
諦
師
・

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
曽
根
幸
明
氏
、
ゲ
ス
ト
歌
手
・
若

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
山
か
ず
さ
）
＊
園
芸
教
室
＊
チ

▼
日
時
。
内
容
洞
月
調
日
（
土
）
ヤ
レ
ン
ジ
・
ミ
ニ
ス
ポ
ー
ッ
ほ
か

午
前
洞
時
か
ら
…
＊
県
政
シ
ン
ポ
▼
会
場
幕
張
メ
ッ
セ

ジ
ウ
ム
（
出
演
・
安
藤
和
津
氏
、
▼
参
加
賞
無
料

平
早
勉
氏
ほ
か
）
＊
ほ
ほ
え
み
※
詳
し
く
は
、
千
葉
県
教
育
庁
生

ダ
ン
ス
コ
ン
サ
ー
ト
（
演
奏
・
千
涯
学
習
部
振
興
課
霊
０
４
３
（
２

葉
西
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
）
ほ
か
２
３
）
４
０
７
３
へ

↓
，
６
６
Ｊ
？
９
０
．
り
０
４
６
’
０
４
．
↑
０
’
７
１
り
り
０
６
４
４
６
４
４
，
，
ｆ
６
’
９
１
？
，
０
６
４
１
１
７
？
，
１
９
１

幻
．
も
菫
量
蟇
し
菫

は
女
性
問
題
を
考
え
る
「
男
と
女

一
フ
調
‐
、
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

一
今
回
は
、
日
常
生
活
の
中
に
お
け

オ
圭
び

る
様
々
な
男
と
女
の
微
妙
な
認
識

フ
弓
グ
葬
れ
に
つ
い
て
、
裟
師
宝
井

一
の
い
ｖ
琴
桜
さ
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
書
ま

鄙
昨
蕊
窯
撫
峠

時
か
ら
４
時
（
入
場
無
料
）

人
生
帥
年
時
代
を
迎
え
、
女
性
▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

も
男
性
も
性
別
役
割
分
担
に
と
ら
▼
講
師
宝
井
琴
桜
（
識
談
師
）

わ
れ
ず
、
糖
神
的
、
経
済
的
、
社
▼
演
題
女
性
問
題
こ
れ
か
ら
編

会
的
に
も
自
立
が
で
き
、
一
人
ひ
▼
問
い
合
わ
せ
企
画
課
霊
（
顕
）

と
り
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
１
１
１
１
内
線
２
１
１

を
無
料
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
防

犯
登
録
と
は
、
自
転
車
が
盗
難
に

辿
い
他
の
場
所
で
発
見
さ
れ
た
と

き
、
登
録
番
号
か
ら
持
ち
主
が
わ

か
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

▼
日
時
、
月
超
日
（
水
）
午
後
３

時
か
ら
５
時
ま
で

▼
場
所
我
孫
子
駅
南
口
駅
前
広

場
（
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

▼
定
員
先
着
１
０
０
台
（
無
料
）

※
自
転
車
店
で
は
、
防
犯
登
録
を

５
０
０
円
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
交

通
防
犯
係
壷
孟
）
１
１
１
１

千
葉
県
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開

男と女のフォーラム
－

、

（ 公証役場のご利用を 、ノ／
ー

契約、遺言、会社の定款、公正証書の作成など

お気軽にご相談ください。

シ問い合わせ千葉地方法務局柏支局丑(67)33

09または柏公証役場狂(66)6262
ノ、
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平成7年第3回市議会定例会

印鑑条例の改正など
”議案を可決

平
成
７
年
第
３
回
市
議
会
定
例
画
市
学
童
保
育
室
の
設
置
及
び
管
歳
出
決
算
の
認
定
国
民
健
康

会
が
９
月
５
日
か
ら
犯
日
ま
で
開
理
に
関
す
る
条
例
学
童
保
育
室
保
険
事
業
土
地
区
画
整
理
事

か
れ
、
こ
の
議
会
で
麺
議
案
が
提
を
設
霞
す
る
た
め
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
手
黄

案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
圏
エ
事
誼
負
契
約
の
締
結
中
峠
沼
浄
化
事
業
、
老
人
保
健
、
公

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
排
水
路
浄
化
施
設
建
設
工
事
の
講
共
用
地
取
得
事
業

〈
可
決
さ
れ
た
議
案
〉
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
園
平
成
６
年
度
市
水
道
事
業
会

圏
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
囹
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

も
の
の
報
酬
及
び
壷
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
湖
北
台
下
水
処
理
場
画
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
の
廃
止
と
条
文
の
整
備
の
た
め
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
す
る

例
試
験
委
員
の
報
酬
の
額
を
走
画
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
た
め
宇
佐
見
八
重
子
氏
昭

め
る
た
め
画
市
道
路
線
の
認
定
和
詔
年
５
月
３
日
生
ま
れ
中

囹
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
画
市
道
路
線
の
変
更
峠
１
４
０
３

る
条
例
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
囮
平
成
７
年
度
市
一
般
会
計
補
正
園
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

の
た
め
、
自
動
発
行
機
に
よ
り
印
予
算
（
第
２
号
）
薦
人
権
擁
謹
委
員
候
補
者
に

鑑
登
録
証
明
醤
を
発
行
す
る
た
め
画
平
成
７
年
度
市
公
共
下
水
道
事
推
薦
す
る
た
め
石
井
鐸
肇
氏

園
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
大
正
猫
年
３
月
４
日
生
ま
れ
、

す
る
条
例
自
動
発
行
機
に
よ
る
囮
平
成
６
年
度
市
一
般
会
計
歳
入
布
佐
２
２
２
４
、
杉
山
輝
霊
氏

印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
に
伴
う
歳
出
決
算
の
認
定
昭
和
６
年
７
月
詣
日
生
ま
れ
、

交
付
手
数
料
の
額
を
定
め
る
た
め
画
平
成
６
年
度
市
特
別
会
計
歳
入
湖
北
台
５
の
５
の
虹

保育園名

市
立

私
立

緑

寿

湖北台

東あびこ

根 戸

並木

つくし野

湖北

布 佐 宝

恵愛

紘

双 葉

柏 風

所在地

緑1-6-2

寿1-13-11

湖北台3-1-16

束我孫子1-5-22

根戸967-2

並木5-2-19

つくし野4-17-2

中峠1423

布佐2318

湖北台8-16-9

湖北台3-13-13

新木野1-2-28

中峠台30-9

電話番号

82-1059

82-9552

88-2405

83-3165

82-5572

84-3983

84-8822

88-1059

89-2744

88-7771

88-0874

88-0665

88-3338

平成7年度下半期

定例教育委員会H程
し日時下表のとおり（ただし、市議

会開催月など、変更となる場

合があります。）

し場所市水道局4階会議室

し問い合わせ教育委員会総務課

庶務係念(85)1151

回

平
成
７
年

平
成
８
年

第10回

第11回

第12回

第1回

第2回

第3回

期日

平成7年10月25日(水）

〃11月24日(金）

〃12月25日(月）

平成8年1月25日(木）

〃2月23日(金）

〃3月26日(火）

時間

い
ず
れ
も
午
後
１
時
刈
分
か
ら

、
“
’
‐
｜
‐
‘
■
４
日
ｑ
Ｆ
Ⅱ
■
“
５
｝
ｌ
副
０
１
同
日
１
ｄ
Ｂ
▲
月
■
Ｐ
日
司
り
Ⅱ
砠
百
ｑ
ｌ
凸
０
凡
淵
‐
ｇ
４
ｒ
人
呵
■
日
田
。
■
申
廿
氏
面
呼
Ｑ
岨
Ｉ
血

塗
国
防
犯
運
動
実
施
中

咽
脚
ざ
‐
・
寿
．
尊
‘
こ
‐
何
‐
丙
咀
汗
佃
寿
‐
邦
◆
’
０
堵
‐
幸
．
股
‐
＄
ロ
＆
‐
，
勺
‐
？
０
ト
０
凸
午
Ｊ
Ｆ
ｆ
蝿

今月は

暴力団取締り強化月間

＝我孫子警察署(82)0110＝
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安
全
な
は
ず
の
家
庭
内
で
も
意

外
と
事
故
が
起
こ
り
、
打
ち
身
や

や
け
ど
、
骨
折
な
ど
だ
け
で
な
く
、

死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
内
の
事
故
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
や
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
を
紹

昨
年
、
新
進
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
登

竜
門
と
し
て
注
目
さ
れ
る
「
ア
ジ

ア
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
大
賞
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
お
い
て
和
紙
を
使
っ
た
大

胆
な
デ
ザ
イ
ン
で
日
本
代
表
を
見

事
に
射
止
め
た
秋
山
束
さ
ん
。

市
の
消
防
士
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
転
身
し
請
新
風

を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
。
蒲
心
地

の
良
さ
や
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
重

視
し
た
フ
ァ
ッ
ン
ョ
ン
を
目
標
に
、

紙
や
ス
テ
ン
レ
ス
、
紐
な
ど
の
新

し
い
素
材
に
も
果
敢
に
挑
戦
。
各

種
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
蛍
を
果
た

し
、
雑
誌
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
た
。

中
学
の
時
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
に

参
加
し
た
こ
と
か
ら
、
ス
テ
ー
ジ

衣
装
や
普
段
着
も
既
製
服
に
飽
き

家庭の中にも[蝋］
危険がいっぱい

剛
い
寺
‐
い
斗
心
と
輝
け
～
服
淳

介
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
家
庭

内
を
も
う
一
度
点
検
し
て
見
ま
せ

ん
か
。

最
も
多
い
階
段
で
の
事
故

階
段
で
転
ん
だ
り
、
踏
み
外
し

て
打
ち
身
や
擦
り
傷
、
捻
挫
、
骨

折
な
ど
の
傷
を
負
う
こ
と
が
最
も

多
く
、
特
に
お
年
寄
り
や
幼
児
に

多
い
よ
う
で
す
。
原
因
が
不
注
意

に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
た
め
、

階
段
の
傾
斜
を
緩
や
か
に
す
る
と

か
手
す
り
を
付
け
る
な
ど
、
事
故

防
止
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

調
理
器
具
の
点
検
を

食
品
を
切
っ
て
い
て
指
を
切
っ

た
り
、
包
丁
を
落
と
し
て
手
足
を

切
っ
た
り
、
鍋
の
取
っ
手
が
と
れ

て
中
身
を
か
ぶ
り
や
け
ど
し
た
り

と
台
所
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

幼
児
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
し

た
り
包
丁
の
鐙
き
場
を
工
夫
し
た

り
、
普
段
か
ら
調
理
器
具
の
点
検

た
ら
ず
、
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
の
服

を
作
り
は
じ
め
る
。
今
で
は
当
た

り
前
の
立
体
裁
断
だ
が
当
時
は
ま

だ
型
紙
を
使
う
方
法
が
主
流
。
着

心
地
の
良
い
服
を
作
り
た
く
て
、

マ
ネ
キ
ン
人
形
に
布
地
を
当
て
て

裁
断
し
持
ち
前
の
器
用
さ
を
い
か

し
独
学
で
洋
服
を
作
り
続
け
た
。

●

を
行
い
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

大
け
が
に
な
り
や
す
い

浴
室
で
の
事
故

浴
室
は
、
滑
り
や
す
く
転
ん
で

骨
を
折
っ
た
り
、
風
呂
釜
の
排
気

ガ
ス
が
逆
流
し
て
一
酸
化
炭
素
中

毒
に
な
っ
た
り
、
シ
ヤ
ワ
Ｉ
か
ら

急
に
熱
湯
が
出
て
や
け
ど
を
し
た

り
、
裸
で
い
る
だ
け
に
大
け
が
に

な
り
が
ち
で
す
。
特
に
お
年
寄
り

や
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
、
日

頃
か
ら
点
検
し
、
危
険
な
と
こ
ろ

は
改
善
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

乳
幼
児
の
誤
飲
事
故
は

大
人
の
責
任

赤
ち
ゃ
ん
は
、
入
る
も
の
な
ら

何
で
も
ロ
に
入
れ
て
し
ま
う
た
め
、

タ
バ
コ
や
薬
、
ビ
ー
玉
防
虫
剤
等

を
飲
ん
で
病
院
に
駆
け
込
む
こ
と

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

乳
幼
児
の
事
故
は
大
人
の
責
任

で
す
。
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
危
険

な
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。第1回｢アジアファッション

大賞コンクール」日本代表
あきやまあず ま

東秋山
(中里）

化
粧
品
は
肌
に
合
っ
た
も
の
を

人
に
よ
っ
て
は
、
化
粧
品
で
発

疹
が
出
た
り
シ
ミ
が
で
き
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
化
粧
品
を

使
う
と
き
に
は
事
前
に
パ
ッ
チ
テ

ス
ト
を
し
、
自
分
の
肌
に
あ
っ
た

も
の
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
蚕

（
理
１
１
１
１
内
線
３
２
９

誰
習
会
に
参
加
し
た
り
と
デ
ザ

イ
ン
の
勉
強
に
没
頭
し
、
３
年

後
に
は
転
職
を
決
意
し
て
服
飾

の
専
門
学
校
に
入
学
。
基
礎
か

ら
勉
強
し
直
し
、
卒
業
後
は
服

飾
メ
ー
カ
ー
で
靴
や
紳
士
服
、

バ
ッ
グ
な
ど
の
色
々
な
分
野
の

デ
ザ
イ
ン
を
学
び
続
け
、
世
界

に
通
用
す
る
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
す
。

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
着
る
人

の
人
柄
や
生
活
に
合
わ
せ
着

た
人
が
い
き
い
き
と
輝
く
よ
う

で
な
け
れ
ば
…
。
障
害
を
持
つ

方
や
寝
た
き
り
高
齢
者
の
方
の

た
め
に
も
機
能
を
考
え
た
服
を

作
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

を
開
き
た
い
で
す
ね
」
と
、
抱
負

を
語
る
。
調
歳
。

ノ

古
物
営
業
法
の
改
正
に
伴
い
、

、
月
氾
日
（
水
）
か
ら
中
古
品
や
骨

董
品
な
ど
を
売
買
す
る
古
物
商

（
市
場
主
）
の
許
可
を
取
得
し
て

い
る
営
業
者
の
方
は
、
次
の
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◎
新
た
に
各
営
業
所
ご
と
に
管
理

者
を
選
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
速
や
か
に
選
任
し
て
警

察
署
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
営
業
所
単
位
で
行
わ
れ
て
い
た

許
可
が
、
都
道
府
県
単
位
に
な
り

ま
す
の
で
、
県
内
に
複
数
の
営
業

所
の
あ
る
場
合
は
す
べ
て
の
許
可

証
を
ま
と
め
て
１
年
以
内
に
新
許

可
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
商
品
券
や
郵
便
切
手
な
ど
の
金

券
類
の
販
売
が
対
象
に
加
わ
り
ま

’
（
古
物
商
（
市
場
主
）
ｈ
朧
鳫
Ｆ
脚
内
Ｕ

古
物
営
業
法
が
変
わ
り
ま
す

古
物
商
（
市
場
主
）
の
皆
さ
ん
へ

◆

扣
月
型
日
（
日
）
か
ら
「
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
実
施

、
月
塑
日
（
且
か
ら
蚫
月
虹
日
レ
ジ
袋
や
過
剰
包
装
は
辞
退
し
ま

（
旦
ま
で
千
葉
県
で
は
ご
み
減
し
よ
う
。
ま
た
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー

墨
化
の
た
め
に
三
イ
バ
ッ
グ
キ
ル
ト
レ
イ
は
、
査
源
回
収
日
に
責

ヤ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。
源
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
を
減
ら
し
再
査
源
化
を
推
▼
問
い
合
わ
せ
千
葉
県
生
活
環

進
す
る
た
め
に
買
い
物
に
行
く
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
班
０
４
３

と
き
は
、
買
い
物
袋
を
持
参
し
、
（
２
２
３
）
２
７
５
７

し
た
。
金
券
、
ン
ヨ
ッ
プ
を
営
業
し

て
い
る
方
で
古
物
営
業
法
の
許
可

を
受
け
て
い
な
い
方
は
許
可
申
請

を
、
受
け
て
い
る
方
は
届
け
出
を

そ
れ
ぞ
れ
平
成
８
年
１
月
刀
日

（
水
）
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
行
商
の
許
可
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

ご
み
減
量
に
ご
協
力
を

行
商
従
業
者
証
を
作
成
し
従
業
者

も
携
帯
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

生
活
安
全
課
云
（
聖
０
１
１
０

あ
、
』

い
‐
、

ア
し〆－， ●一、

'Ⅱ

丁
、
ｒ

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
後
訓
年

が
経
過
し
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世

代
が
多
数
を
占
め
る
中
、
市
で
は
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
過
ち
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
企
画
展
と
鱗
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

昭
和
６
年
の
満
洲
事
変
か
ら
始

ま
り
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
行
わ

れ
た
巧
年
に
も
及
ぶ
戦
争
は
、
無

条
件
降
伏
と
い
う
形
で
終
止
符
が

打
た
れ
、
荒
廃
し
た
故
郷
に
た
ち

私
た
ち
は
、
「
戦
争
を
二
度
と
繰

り
返
ざ
な
い
」
と
奮
い
ま
し
た
。

九
月
に
入
る
と
、
あ
ち
こ
ち
の

く
ぎ
む
ら
で
花
穂
を
立
て
た
ブ
タ

ク
サ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ブ
タ
ク
サ
は
削
っ
た
り
、
埋
め

立
て
た
り
し
て
裸
地
化
し
た
所
に

い
ち
速
く
侵
入
す
る
草
で
す
。

北
米
原
産
の
一
年
草
で
、
明
治

の
初
め
に
日
本
に
渡
っ
て
き
た
植

物
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

花
期
に
な
る
と
ブ
タ
ク
サ
は
、

、戦後50垂を考える企画展｡講演会／
旬

｢戦争・我孫子の証言』

戦後50年を考える企画展。講演会

|ブタクサ
日時

場所
12月3日(日)から10日（日）
市民会館（入場無料） (きく科）

ノ

枝
別
れ
し
た
茎
の
先
に
細
長
い

花
穂
を
垂
直
に
立
て
ま
す
。

雌
の
花
は
花
穂
の
基
部
に
二

～
三
個
つ
き
、
目
立
ち
ま
せ
ん

が
、
雄
の
花
は
細
長
い
花
穂
に

数
多
く
下
向
き
に
つ
き
、
多
逓

の
花
粉
を
風
で
飛
ば
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
の
開
花
期
に
花
粉
症
で
苦

し
む
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

ブ
タ
ク
サ
の
花
粉
症
は
以
前
、

大
き
く
職
が
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
で
は
春
先
の
杉

の
花
粉
症
に
株
を
奪
わ
れ
、
影

が
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。

『
唾
琴
畢
」
と
い
う
名
は
、
英

名
の
「
ホ
ッ
グ
・
ウ
ィ
ー
ド
」

を
直
訳
し
た
も
の
で
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、

戦
争
の
実
態
と
は
何
か
。
戦
争

の
さ
な
か
、
我
孫
子
の
地
が
ど
の

よ
う
な
状
況
だ
っ
た
か
、
ど
の
よ

う
に
戦
争
に
関
わ
っ
て
い
っ
た
の

か
を
、
召
集
令
状
や
軍
事
手
帳
、

日
記
、
写
真
、
寄
せ
書
き
等
の
展

示
と
識
波
を
と
お
し
て
検
証
し
て

い
き
ま
す
。

こ
う
し
た
品
々
は
、
時
に
は
人

の
口
よ
り
多
く
を
語
っ
て
く
れ
ま

す
。
品
々
が
訴
え
か
け
る
こ
と
に
、

耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
事
務
局
で
は
、
企
画
展
に
展
示

す
る
査
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

戦
争
中
の
査
料
や
品
々
を
お
貸
し

い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
日
時
企
画
展
…
哩
月
３
日

（
且
か
ら
、
日
（
日
）
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
講
演
会
：
・
廻
月
３

日
（
且
午
後
１
時
釦
分
か
ら
３
時

▼
場
所
い
ず
れ
も
市
民
会
館

▼
講
師
大
演
徹
也
氏
（
筑
波
大

学
教
授
）

▼
入
場
料
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
企
画
課
霊
（
弱
）

●

排水設備技術者講

習会・試験を実施

排水設備工事には資格が必要です

市
で
は
、
公
共
下
水
道
区
域
内
▼
資
格
高
等
学
校
ま
た
は
旧

で
の
排
水
設
備
等
の
工
率
が
適
切
制
中
学
以
上
の
学
校
で
衛
生
工

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
排
水
設
怖
学
や
こ
れ
に
相
当
す
る
学
科
を

技
術
者
の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
修
め
て
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は

指
定
エ
事
店
等
に
勤
務
し
黄
格
引
き
続
き
５
年
以
上
下
水
道
エ

を
必
要
と
す
る
方
は
、
識
習
会
と
事
に
従
事
し
た
方

試
験
を
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

会
に
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。
試
験
申
込
書
（
下
水
道
課
に
実

▼
日
時
・
場
所
講
習
会
・
・
血
月
施
要
綱
と
と
も
に
用
意
）
に
必

、
日
（
金
）
午
後
１
時
か
ら
５
時
要
事
項
を
明
記
し
、
、
月
即
日

試
験
・
・
ｎ
月
犯
日
（
火
）
午
後
１
時
（
金
）
か
ら
釦
日
（
火
）
ま
で
に
下

か
ら
３
時
釦
分
市
民
会
館
水
道
課
云
（
理
１
１
１
１
へ

応募してみませんか

第13回r私例まち

」写真コンテスト

第
哩
回
「
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
▼
応
募
方
法
応
募
票
．
（
都
市

テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
い
き
計
画
課
に
用
意
）
に
必
要
事
項

い
き
と
し
た
ま
ち
の
風
景
写
真
を
．
を
明
記
し
、
平
成
８
年
１
月
鉦

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
（
水
・
消
印
有
効
）
ま
で
に

▼
テ
ー
マ
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
〒
１
１
３
束
京
都
文
京
区
本
郷

組
む
人
々
の
活
動
、
生
ま
れ
変
わ
２
の
”
の
⑬
（
社
）
日
本
交
通
計

っ
た
ま
ち
の
表
情
、
ま
ち
を
舞
台
画
協
会
内
「
秘
の
ま
ち
写
真
コ

に
し
た
人
々
の
生
活
・
活
動
ン
テ
ス
ト
」
事
務
局
垂
０
３
（
３

▼
規
格
白
黒
ま
た
は
カ
ラ
ー
プ
８
１
６
）
１
７
９
１
へ

リ
ン
ト
の
単
写
真
で
キ
ャ
ビ
ネ
▼
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課

判
以
上
四
つ
切
り
ま
で
都
市
対
策
係
垂
孟
）
１
１
１
１
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ますだ ありさ

師至紗ちゃん
（中里｡10か月）

増田
伝日時・場所10月22日(日)午後

2時30分開場、市民会館

し入場料S席5000円、A席4500

円（全席指定）

※入場券発売所等、詳しくは教育

委員会社会教育課云(85)1151へ

し対象3歳から5歳児

似申し込み・問い合わせ電話で

11月1日(水)から湖北台幼児教室

盆(88)0185へ

●

lo"・
角一

やト

獺 ’｜

｣

環境ルネサンス2nd
｢何気ない気持ち｣との対時

こくふだゆうき

國府田友樹〈ん
（高野山｡9か月）

今

少日時10月26日(木)午前10時かシヨンホール集合（参加費無料）9時30分から午後3時、市商工会

ら午後3時30分（参加費無料）※雨天の場合は延期します伝申し込み．問い合わせ電話で

伝場所中央学院大学惨定員先着20名10月30日(月)までに市商工会冠

圓国回国
少内容＊講演･･坂田明氏（ジヤシ申し込み・問い合わせ電話で（82)3131へ

１
１

ズミュージシャン）＊シンボジ都市計画課査(85)1111内線578へ

伝日時・場所11月24日(金う午前ウム「環境保全と市民意識」ほか

9時受付、市民体育館※詳しくは、中央学院大学アクテ 医曰時10月28日(土)午後1時か

｜‘し日時11月11日(土)午前9時30ヶ種目1チーム5名の4単1複イブセンター壷(83)6529へし作品規格最近登録された出願ら4時
中の特許・実用新案・意匠に関す似場所船橋中央公民館｜分 から午後0時30分の園陸戦（A・巴・○のランク別

る現品、見本、ひな型で、各辺がシ費用無料伝場所湖北地区公民館でオレンジボール使用）

伝対象小学生以上し資格30歳以上の家庭婦人伝曰時10月21日(土)、22日（日）1.5雨以内､重量70毛以内のもの＞問い合わせ千葉中央法律事務

し定員先着20名伝参加費1チーム4000円（郵便午前10時から午後4時（22日は午仁応募資格県内在住者・法人所云043(225)4567

少持参ｴブﾛﾝ､三角飴､ふき振替で口座番号00160-5-5629後3時30分まで） ※応募方法等、詳しくは(社)発明
ロ

ん・台ふきん各1枚、タッパー72口座名我孫子市卓球連盟へ）し内容＊講演…福屋武人氏（同協会干葉県支部盃043(222)0668へ

國 副国.
傍新最低黄金日額4977円、時間

額623円

し問い合わせ干葉労働基準局賃

金課云043(221)4311

修参加黄500円（材料代含む）し申し込み・問い合わせハガキ大学心理学科教授＊トークショ
とLひこ

倖申‘し込み・問い合わせ電話でに住所、氏名、電謡濯号号、団体名、一…高杢禎彦氏（ミュージシャン）

湖北地区公民館「グラタン・サラ大会名、ランク別を明記し、11月少場所・問い合わせ111村学園女
｜

|’
｜

’
子大学学生課壷(83)553810日（金・必着）までにつくし野

3の5の103吉田常子盆(82)6974へ

ダを作ろう｣係査(88)4433へ

惨日時・場所10月26日(木)午後

⑳⑤⑨③息
教育振興会講演会
r言葉の遣い方で家庭は変わる」 7時、天王台北近隣センター

シ日時・場所11月18日(土)午後シ店舗名・面積プルシェてんの▼につぼんの心を歌う会様から社｜シ日時･場所10月28日(±)午前
10時から正午、根戸近隣センターシ日時・場所1,1月19日(日)午前2時、中央学院高校う台店、496.59爪会福祉事業基金にと9万5884円の

伝対象．定員小学生と保護者9．時、市民体育館歩講師柳家令＝氏（落語家）※詳しくは市商工会査(82)3131へ寄付がありましだ。

( 2 人一組)､先着1 5 組 伝 種 目 小 学 楓 氏 学 年 ・高学年、惨定員先着30名 ”新井秀郎様（つくし野）から老

人福祉センターつつじ荘にと観音伝持参ｴブﾛﾝ､三角飴､ふき中学生男女､高校生男女､大学生．し参加費無料
’ん一服三段以下・四段以上惨申し込み． 問 い 合 わ せ 電 話 で 大 規 模 災 害 の 際 に 救 援 活 動 に従竹（鉢物）の寄贈がありましだ。

｜伝参加蓑1組500円し資格市内在住・在勤・在学者中央学院高校壷(88)1101へ事できる方、ぜひご参加ください。○千葉県北部ヤクルト販売株式会

伝申'し込み・問い合わせ電話で腰参加費小・中学生100円､高校 修日時①12月9日(土）②12月社様から社会福祉協議会へ車イス中途失聴・難聴者
のための定例会

■

市民生活課冠(85〕1111内線329へ生以上300円 10日(日)、いずれも午後1時30分3台の寄贈がありました。
－‐一一一－_－

し申し込み．問い合わせハガキシ日時10月27日(金)午前10時30レ場所日本赤十字社干葉県支部

に住所、氏名、年齢、性別、電話分から午後0時30分※申し込み方法等、詳しくは同支
凸 I

’し日時・内容1'0月20日(金)＊午番号、段、級位、出場種目を明記し場所市民プラザ部救護福祉課壷043(241)7531へ

誠0時30分から11時30分…リズムし、11’月10日（金・必着）までに伝参加費100円（会員は無料）
ひろかず

遊び等＊午後1時から3時･･･おつくし野1の7の16藤盛腰和査似問い合わせ岩丸盃(85)2285
西消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
"･心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
〃市民会館・市民図書館・烏の博物館休館

もちや 図書館開設（8 3 ) 0 6 9 8 へ

回 国 回 国 ”つつじ荘・西部福祉センター休館

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
－つつじ荘・西部福祉センター休館

蕊し場所湖北地区公民館 しんりん

森伽漢術家選侵第1回展’し対象幼児

10
月

シ参加費無料し日時・場所11月3日(祝)から

し問い合わせ社会福祉協議…8日(水)午前10時から午後6時30レ日時・場所①毎週金曜日午前

(84)1539分、市民プラザ（ただし3日は正10時30分から11時30分…布佐南近

壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

蕊
瞳宜法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）隣センター②毎週土曜日午前10時

■

から11時…根戸近隣センター（た

午から、8日は午後5時まで）
壷市民プラザ休館即

‐
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ

し内容美術作品と自然保護テー
壱税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

シ日時・場所10月28日(土)午後

2時開場、市民プラザ

陰内容rおてんとうさまがほし

い」上映会とパネルディスカッシ

ョン

戸参加黄500円
〆 イト

伊問い合わせママMATE上映

実行委員会冠(89)0030

：
匡蕨消貢主活相談＝市民相談室10:00～15:00
"酒害相談＝保健センター13:30～15:00

"市役所閉庁(一部の施設は除く）

壷少年の日

須藤壷(84)6204へ

伝日時・場所10月28日(土)午前

我孫子養護学校体育館等（木）午前10時から午後4時（14日
1

1 ※詳しくは、同校垂(87)0831へは除く）

し場所干葉市文化センターほか

し対象・定員福祉施設に就職を

伝曰時10月28日(土)午後1時30

分から3時30分

け場所市民会館倖日時・場所11月8日(水)から希望する40歳までの方、先着30名

し講師佐藤昭夫氏（大正大学教13日(月)午前10時から午後7時、伝参加費無料

授）柏そごうプラザ館8階特設会場※申し込み方法等、詳しくは県福
．’少 参 加 愛 無料惨内容税の歴史コーナー（資料祉人材センター壷043(248)1294へ

昼問い合わせ野上盃(87)0745展示)､税に関する書道及び作文の
■■■■■■■■

展示、税の無料相談ほか

澱
も忠

？

シ日時10月21日(土)、22日（日）

午前10時から午後3時（ただし、

22日は午後1時まで）

し場所生涯大学校東毒飾学園江

戸1II台梗舎（流山市）

し内容絵画、陶芸、生花ほか

シ問い合わせ同学園江戸川台校

舎含(52)1181

月24日までの毎週火・水・木.金蕊葺

曜日（年末年始を除く)､全21日

蝉伝曰時・場所10月29日(日)午後

1時から4時、千葉県教育会館

ら内容体験談、講演、話し合い、

ミニコンサート

し問い合わせ千葉県腎臓病患者

連絡協議会壷043(241)3016
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湖北台幼児教室園児I 10月31(火)は、市。県

民税第3期分の納付期限
です。

忘れずに納めましょう。

=収税課恐(85)1111＝
布佐地区まちなみ
ウォッチング参加者 事業資金の融資相談.

－日国民金融公庫開設

第10回我孫子市オープン
家 庭 婦 人 卓 球大会

労災職業病なんで棚誰
第 3 6 回干葉県
発 明 考 案展作品

斜;逼5日制
関連行事鰐;碧驚空）

川村学園女子大学
,第7回鶴雅祭

干葉県扇氏賃金の改正

中 規 模 小売店舗
店計画説明会

子供がつくる
簡単 なおやつ講座

市民剣道大会

赤十字防災
ボランティア説明会

おもちゃ図誰9周年の会 日曜当番医｡1週間の行事

壬ﾚﾎﾝｻービｽa(師13腱

1⑰月

17火

18水

19木

20金

21土

ZZe

23月

24火

壷日曜当番民＝テレホンサービス

画休日救急歯科層療日=休日救急歯科診痢所(市民会館内)9:00~11:30

"人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00
壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

"心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00
画･市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館

可つつじ荘・西部福祉センター休館

‘画法律相談＝市民相談室9:30～15:30

25水

2⑰木

27金

28土

Zoe

30月

31火

雷市役所閉庁(－部の施設は除く）

"日曜当番医＝テレホンサービス

”休日叙急歯科診履日=休日救急歯科診霞所(市民会館内）

”消費生活相駿＝市民相談室10:00～15:00
画心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
画市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
〃市民体育館・つつじ荘・西部福祉センター休館
金法律相談＝市民相談室9:30～15;30(予約制）
=国民年金保険料納期限＝口醒辰替日
函つつじ荘・西部福祉センター休館

0~11:30

“消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

函アルコール家族教室＝天王台青年館13?30～15:30
壷水道料金納入期限＝口座振替日

健康ソフト
エアロビクス会員

痴呆症とこれからの在宅
介護を考える集 い 一

県立我孫子養護学校
PTAバザー・模擬店 社会福祉施設就労入

｢長期コース｣受
門講座
講者

シルクロ
｢献納宝物

一ドサークノ
にみる西方文｛

し講演会
上q影響」

第18回｢くらしと税金展」

女性就業技術講習会
初心者閲像｢ﾜー ﾛ科｣受講者第16回生涯大学校東葛飾学園

江戸川台校舎作品展

第8回腎臓病を考える会


